
プリオン病発症メカニズムの解析：酸化ストレスの関与	


解　説	

	


1.  正常型プリオン蛋白質(PrPC)は神経細胞やグリア細胞など広範な種類の
細胞において、抗酸化ストレス制御に関与している。	


2.  プリオンに感染すると、早期に脂質酸化（ヘキサノイルリジン、4-ヒドロキ
シ-2-ノネナール）、糖酸化（メチルグリオキザール)、蛋白質酸化(ジチロシ
ン、ニトロ化チロシン）、　DNA損傷（8-ヒドロキシ-2‘-デオキシ グアノシン)
が増加する。また、異常型プリオン蛋白質(PrPSc)も蓄積する。	
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